
 
報道関係者と民博との懇談会 話題一覧 

2025 年 6 月 19 日(木)15:30～17:00  懇談会 
 

１． 挨拶 
 

２． ニュースリリース 
●みんぱくの最新情報と今後３カ月の行事をご案内いたします。 

３． 最新の研究紹介 

 

『アメリカ考古学協会年次大会において開催した国際シンポジウムに関するご報告』 

 

 

 

 

『国際博物館の日記念シンポジウム発表報告 

―ICOM組織改革が示すこれからの博物館像』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 関 雄二 (館長) ― 

 

 

 
― 山中 由里子 (議長) ― 

 

 

 

4 月に米国デンバーで行われた第 90 回アメリカ考古学協会

年次大会において開催した国際シンポジウム「ペルー北部

高地の形成期における社会動態：パコパンパ・プロジェクト

のアンデス初期複合社会研究への貢献」に関して報告いた

します。 

 

― 松本 雄一 (人類文明誌研究部 准教授) ― 

 
 

社会の変化に応じて、博物館にも新たな役割が求められる中、ICOM（国際博物館会

議）では組織改革が進められています。5 月 18 日に東京国立博物館で開催された

国際博物館の日記念シンポジウムでの発表を基に、ICOM 組織改革の背景と特徴、

そして博物館を取り巻く国際動向を概観する意義について報告いたします。 

― 邱 君妮（ちょう ちゅんに） (学術資源研究開発センター 機関研究員) ― 

 
 



 

 

『カフィル・カラ遺跡の発掘調査と来年 3月の特別展の準備状況に関するご報告』 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

『みんぱく映像民族誌「ジャワの影絵芝居、海を渡る」のご紹介』 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
 
 
※ご案内時より一部内容が変更となっております 
※その他の配布資料 職員の受賞について（資料 3）、刊行物報告書（資料 4）、 

夏休みこどもワークショップ案内（資料 5） 
   

 

 

 

 

 

 

    

― 福岡 正太（人類文明誌研究部 教授）― 

 
 

日本でジャワの影絵芝居ワヤンを上演するジャワ人芸術家。 

日本人の配偶者とともに、言葉と文化の垣根を越えて物語を

つむぎます。 

 

番組番号 7258 

70 分 2023 年-2024 年撮影 2025 年制作 

監修：福岡正太 

地域：東南アジア・日本／関西・関東 

テーマ：おどりと演劇/音楽 

ウズベキスタン共和国のサマルカンド近郊に所在するカフィル・カラ遺跡の近年

の発掘調査成果について報告するとともに、来年 3 月にカフィル・カラ遺跡出土

資料を借用して展示する予定の特別展「シルクロードの商人（あきんど）語り」

の準備状況についてご紹介します。 

― 寺村 裕史 (学術資源研究開発センター 准教授) ― 

 
 

https://www.minpaku.ac.jp/exhibition/permanent/videotheque/vt#jikai

